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社会資源調査記載例-1
■社会資源調査票　　　　　　　　　（実習協力者Ａさんの住む地域とその社会資源）
	
	 
	調査者氏名
	介護　太郎

	地域の特徴

	この地域は、駅周辺の商店街と20年くらい前に開発された新興住宅街の中間に位置しており、古くからの住宅地である。
商店等は少ないので、近隣との交流はとりわけ強いとは言えないようであるが、高齢者も多く、互いに顔なじみの人も多いようである。
お祭りなどの行事の際は、近隣の人が皆、協力し合っている様子である。

	

	サービス種類
	事業所名
	特　　徴

	[bookmark: _Hlk528836986]訪問介護
	ＡＡ訪問介護事業所
	社会福祉法人経営。規模も大きく、地域のシェアは高い。
夜間の巡回型ヘルプも実施している。

	
	ＢＢ訪問介護事業所
	民間会社経営。身体介護を中心としており、非常勤者が中心。

	
	ＣＣ訪問介護事業所
	ＮＰＯ法人経営。生活援助の割合が高い。常勤者が多いが、人数が限られているため提供できないこともあるという。

	訪問看護
	ＡＣ訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ
	ＡＢ病院と同一経営。夜間等の緊急時体制が整っている。

	
	ＢＡ訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ
	緊急時体制はないが、ＰＴがおり、リハビリテーションを専用的に行う体制がある。

	定期巡回・随時対応型訪問介護看護
	ＤＡ事業所
	1日複数回の訪問や看護を一体的に提供することで、24時間の安心を包括的・効率的に提供している。利用者から緊急連絡の際には24時間365日体制で訪問対応している。

	通所介護
	ＡＡデイサービス
	併設型。規模大きく、総定員45名。うち認知症専用デイも10名。
特殊浴槽あり。ＰＴが巡回しており、リハにも積極的。

	
	ＣＣデイサービス
	独立型。小規模定員15名。入浴設備はない。

	訪問入浴介護
	ＢＢ訪問入浴
	地域シェア約5割。看護師は同行しないこともあるという。

	
	ＤＤ訪問入浴
	地域シェア約3割。看護師は必ず同行する体制がある。

	福祉用具貸与
	ＥＥサポート
	独立型事業者。多様な品目を提供している。また、定期的なモニタリング訪問を必ず行うことにしているという。その反面、価格はやや高めの品目もあるかも知れないとのこと。

	
	スマイルＢＢ
	大手レンタル卸系列で、貸与品はその卸品目に限られている。

	リハビリテーションサービスの状況

	サービス種類
	事業所名
	特　　徴

	訪問ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ
	ＥＦ診療所
	診療所から訪問リハの提供されているところはここだけ。
ＰＴ3名、ＯＴ1名の体制。ＡＤＬ訓練に力を入れているとのこと。

	
	ＡＧ介護老人保健施設
	提供は老健退所者に限られている。

	通所ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ
	ＥＦリハセンター
	ＥＦ診療所併設。定員15名。個別リハ計画に基づくリハを行っている。
送迎は地域限定、入浴施設はない。

	
	ＡＧ介護老人保健施設
	老健併設。定員30名と規模が大きく、送迎・入浴の体制が充実。

	医療機関等
（通院型・入院入所型）
	ＴＴリハビリテーション病院
	回復期リハビリテーション病棟あり。ベッド数100名。
部屋料がかかる場合もある。通院のリハビリも行われている。
自宅復帰を目標にＡＤＬ訓練に力を入れている。

	医療機関等の状況

	（訪問）
ＯＸ診療所
	訪問診療を専門に行っている診療所。外来は行っていない。電話すれば比較的早く訪問してくれるとのこと。

	ＳＳ病院
	精神科の病院。650床。認知症専門医がおり、認知症専門病棟をもっている。
内科病棟もあり、精神的な疾患がある場合でも内科入院が可能とのこと。

	社会資源調査記載例-2


	入所型介護サービスの状況

	サービス種類
	事業所名
	特　　　徴

	短期入所系
短期入所生活介護
	ＡＡ特別養護老人ホーム
	2か月前から申し込みでほとんどすぐ定員いっぱいになるとのこと。
緊急時は相談に応じるとのこと。

	
短期入所療養介護

	ＡＢ老人
保健施設
	空き状況等は不明。その都度問い合わせをとのこと。
目的が不明確な定期的な利用は避けてほしいとのこと。

	地域密着型サービスの状況

	サービス種類
	事業所名
	特　　　徴

	グループホーム
	Ｗｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ
	認知症進行予防に読み書き・計算などの学習療法を取り入れている。

	
	Ｙホーム
	職員を積極的に外部研修に参加させ、学んだことを入居者へのサービスに反映することに努めている。

	小規模多機能型居宅介護
	ホームＨ
	認知症カフェを開催し、地域との交流や相談窓口になるよう取り組んでいる。

	
	Ｏライフホーム
	同法人のグループが複数あり、重度化した際の後ろ盾として頼もしいと声をもらっている。

	看護小規模多機能型
居宅介護
	Ｇ
	24時間365日の介護サービス。自宅のような雰囲気づくりをしている。

	
	Ｊ
	送迎は朝7時自宅着～最終21時自宅着、泊り21時～7時など在宅で介護する方が仕事を続けながら介護できる環境を整えている。

	その他のサービスやボランティア活動の状況

	(自治体サービス)
 
	訪問理美容サービス、寝具乾燥サービスがある。配達の食事のサービスも行われている。介護者教室は地域包括支援センターで実施。

	(有料サービス)
 
	ＸＹサービスはハウスクリーニングを行っており、大掃除などは頼めそう。
いわゆる便利屋さんのＭＭ屋は、大掃除やこまごましたことまで何でも引き受けるという。

	(ボランティア活動)
 
	ＦＩボランティアサークルでは高齢者の傾聴ボランティアを行っており高齢者の話し相手になってくれる。

	日常品の購入等

	（福祉用具等販売店）
	用具貸与も行っているＥＥサポートは自宅まで用具をもって来てくれて、フィッティングをしてくれるので便利。

	（住宅改修実施工務店）
	Ｎ工務店は、3年間で23件介護保険での実績があるとのこと。

	（その他日用品）
	日用品の購入は隣接する商店で生鮮食料品を購入するほか、駅近くのスーパーも利用する。Ａさん自身が買物に行くこともあったとのこと。

	近隣との関係・地域との交流

	隣家のＢさんとは古くからの付き合いでたまに碁をやる。病気になってから遠慮してあまりこなくなったので、もう少し顔を見せてくれるとうれしい。地域のお祭りではＡさんは長く世話人をしてきており、何もできなくても
祭りには顔を出したいと思っているとのこと。

	相談機関その他

	ＡＡ地域包括支援センターでは地域での相談を行うだけでなく、定期的に地域担当ケア会議が開催されているので、そこに参加するよう助言を受けた。援助困難な場合には相談にのってくれるとのことであった。
	成年後見制度の利用に関する相談は、市役所高齢福祉課相談係が窓口。福祉サービス利用事業については市社会福祉協議会が窓口になっている。同事業所の利用実績は累計で21件とまだ少ないようだ。




